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福島第一原発 原子炉事故後 乳児死亡率 日 2011年 5月 12月

事故 2 月 9 月後 著 い ク 示 い ノ

事故後 西 早期乳児死亡率 評価 1986年 6月 1987年

2月 最高値 達 1986年 4月 26日 起 ノ 原

子炉事故 似 う 時間 い 発生 い わ  

 

背景背景背景背景 

2011年 3月 11日 起 福島第一原発 最悪事故後 健康被害 対 最初 兆

候 乳児死亡率 日 示 い 1986年 4月 26日 ノ

原子炉事故後 調査[1] 1986年 6月 1987年始 年

早期新生児 生後 1週間以内 死亡率 異常 増加 い

い 1987年 2月 11月 う 最高値 妊娠女性 セ 被爆 時

間的経過 7 月 妊娠中 重要 期間 け

胎児 被害 結果 解釈 [1] 結果 日 ク 後

同 う 乳児死亡率 増加 予期 言え  

 

ソソソソ  

日 乳児死亡率 月 日 厚生労働省 サ 見

http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/81-1a.html. 日 語 い 他

必要 項目 え 乳児 出生数 生後 1年以内 死亡件数 関 日

友人 あ 福 栄雄氏 得 比較 使用 早期死亡率 1980年

1993年 月 あ 連邦統計庁 得  

 



調査 2002年 1月 2011年 3月 期間 乳児死亡率 月

季節的変動 いわゆ 季節 考慮 ク回帰

分析 2011年 4月 2012年 5月 経過 ク 事故

外挿的傾向 比較 調査対象時期全体 2002年 1月 2012年５月

対 評価 行 2011 年 4 月以降 乳児死亡率 増加 可能性

変数 査定  

 

 

 

 

 

 

 

1：日日日日 月月月月 乳児死亡率乳児死亡率乳児死亡率乳児死亡率 2002年年年年 

1月月月月 2011年年年年 3月月月月 回帰結果回帰結果回帰結果回帰結果 縦 線  

2011年 3月 福島原子炉事故 時期 指  

 

2：日日日日 けけけけ 乳児死亡率乳児死亡率乳児死亡率乳児死亡率 月月月月 数値数値数値数値  

傾向傾向傾向傾向 逸脱逸脱逸脱逸脱 標準 残差 位標準 残差 位標準 残差 位標準 残差 位 いいいい 点線  

2 標準 残差 範 示  



 

3：西西西西 けけけけ 早期乳児死亡率早期乳児死亡率早期乳児死亡率早期乳児死亡率(生後生後生後生後 0~6日日日日) 

傾向線傾向線傾向線傾向線 縦 線 1986年 4月 ノ  

原子炉事故 時点 示  

 

4：西西西西 けけけけ 早期乳児死亡率早期乳児死亡率早期乳児死亡率早期乳児死亡率 月月月月  

数値数値数値数値 1980年年年年 1993年年年年 間間間間 傾向傾向傾向傾向 逸脱逸脱逸脱逸脱 

標準 残差 位標準 残差 位標準 残差 位標準 残差 位 いいいい 横 点線 2 標準  

残差 範 示  

 

 

 

 

 



 

5：日日日日 けけけけ 月月月月々々々々 出生数出生数出生数出生数 予測値予測値予測値予測値 逸脱逸脱逸脱逸脱 標準 残差標準 残差標準 残差標準 残差  

横 点線 予測範 95% 限界 示 2011年 12月  

2011年 11月 い そ 2012年 1月  

出生数 著 く減少 い  

 

 

6： 地方地方地方地方 けけけけ 月月月月々々々々 出生数出生数出生数出生数 予測値予測値予測値予測値 逸脱逸脱逸脱逸脱 

標準 残差標準 残差標準 残差標準 残差 1987年 2月 著 い出生数 減少 見  

 

結果結果結果結果 

回帰 2011年 3月 う く調整

=86.0 df=98 1 示 乳児死亡率 時間的経過 長期的傾向 あ

ク 事故後 2011年 5月 12月 乳児死亡率 著 い ク い  

 

2 乳児死亡率 け傾向 逸脱 い 示 い 点線 示

2 標準 残差 範 あ 95% あ 通

常 あ  



 

2011年 4月 2012年 5月 期間 2011年 4月前 外挿的傾向 比

死亡率 高 4.0% 増加 見 P=0.100  

 

日 結果 1980年 1993年 西 早期乳児死亡率 月

経過 比較 3参照 4 早期乳児 死亡率 長期的傾向

逸脱 示 い 増加 目 付い 1986年 6月 1987年 2月 そ

1987年 11月 あ  

 

1987年 2月 11月 最高値 示 妊婦 セ 被爆

通 胎児 放射線被害 け 説 1987 年 11 月 ク

1986年 87年 け 冬 放射線汚染 い 牛乳 摂 説

冬 間 初夏 収穫 放射線 汚染 牧草 サ 貯蔵 そ

乳牛 与え あ 1987年 2月 ク 日 け

2011年 12月 増加 相当 原子炉事故 時間的間隔 両方 ケ

ほ 同  

ク 事故 2 月後 2011年 5月 け 日 ク 対

筆者 放射線生物的 説 い 1986年 6月

1986年 4月 26日 ノ 事故 2 月後 乳児死亡率 ク

起 い 放射線 原因 あ 可能性 高い  

 

出生率出生率出生率出生率 後退後退後退後退 

興味深い 日 2011年 12月 出生数 著 い後退 見え あ

4.7% P=0.007 5 参照 福島県 出生数 減少 激

い 15.4% P=0.0001 そ 前 月 2011年 11月 そ 翌月

2012年 1月 異常 見え い  

 

似 う 効果 ノ 事故後 地方 あ 1987 年 2 月

原子炉事故 9 月後 出生数 予測値 比 8.7% 出生数

後退 日 同 う 月 け 限 い 1987年２月 1987年 1



月 3月 異常 数値 見え い セ 土壌汚染度

高 出生数減少 度合い

5.0% P=0.162 著 11.5% P=0.001 6

参照 出生率後退 胎後数日間 け 放射線 卵細胞 損失 原因

考え  

 

 


